
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇『新任のご挨拶』 
 

 
 

す。微力ながら精一杯務めさせていただきますので宜しくお
願い申し上げます。 
 さて、日本経済は、個人消費・設備投資ともに持ち直しの動
きが見られ、雇用情勢は着実に改善し、緩やかな回復基調が続
いております。しかしながら、我々運送業界は、人手不足が慢
性的に続いており、先行きは不透明なままとなっております。 
それに加え「働き方改革」の推進により、自動車運転の業務

についても時間外労働の上限規制が厳しくなるため、人材の
確保がより重要性を増して参ります。 
 また、最近では、アルバイト社員との労務問題も多発してお
ります。未払い残業代や「同一労働・同一賃金」の問題も早急
に対応しなければならない課題のひとつとなっております。 
運送業はドライバーが育たなければ成り立ちません。そし

て、そのドライバーを育てる環境を整備していくのは我々企
業経営者です。 
ドライバーという職業が未来の子ども達の憧れとなるよ

う、諸先輩方から引き継いで参りました「温故創新」のもと、
皆様と共に学び、相互に啓発をしていき、また、青年部、女性
部の皆様のお力添えをいただきながら使命を果たして参りた
いと存じます。 
今年度のテーマは、昨年と同様に「使命の継続」とさせてい

ただきました。2020 年の東京オリンピックを控え、日本経済
はまだまだ発展していくことでしょう。この波に乗り、次世代
の経営者達にしっかり伝わるよう使命の継続をおこない、運
送業界の更なる発展につながる活動を実現して参りましょ
う。 
皆様のご期待にお応えできるよう、誠心誠意努力して参り

ますので、一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し
上げ、就任の挨拶とさせていただきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◇『退任のご挨拶』 

 
 

記憶に残っております。当時のほとんどの皆さんが今も主力
メンバーとして「現存」されておりますが、そのパワーに驚い
たというのが率直な感想でした！ 
翌年の平成 20年に青年本部長を卒業して、すぐさまロジ研

で副本部長・研修委員長を仰せつかり、その後、青年部からロ
ジ研にくると研修委員長という悪しき良き前例？となったこ
と！ 
列車内の白酒（パイチュウ、アルコール度数 50度を超える

お酒）を呑み尽くした大連～瀋陽の旅。 
タイ・トラック協会との 2度のゴルフ対決。タイの方々は長

袖で顔中日焼け止めを真っ白に塗りたくって、尚且つ日傘を
さしながらプレーをしていたのに、大先輩をはじめとするロ
ジ研の猛者達は、そんなことは全くお構いなし。半袖、短パン
で真っ黒になって・・・ 
かと思えば、その時々の本省の貨物課長様、本局の自動車交

通部長様や正副会長の方々との白熱した意見交換があったり
と、書き出し始めたらキリがありませんが、凄い先輩、素晴ら
しい諸先輩方に本当に掛けがえのない体験、経験をさせてい
ただきました。そのような活動があったからこそ、今の自分が
あるのだと心より感謝申し上げます。 
本部長として、何一つ成果を残すことができなかったこと

が心残りであり、申し訳なく思っておりますが、こんな若輩者
をお支えいただきまして本当にありがとうございました。 
常々申し上げて参りましたが、ロジ研は東ト協の強力な推

進力だと思っております。大変僭越ながら、これからも三組織
（青年部・女性部・ロジ研）だけでなく東ト協の中心的存在と
して、田中本部長のもと、力を結集していただき「東ト協にロ
ジ研あり」という組織になっていただけることを願うばかり
です。 
最後になりますが、ロジ研の皆様には重ねて御礼を申し上

げ退任のご挨拶とさせていただきます。 
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◇スケジュール《○ロジ研行事予定》 
  6/22（金）  東ト協通常総会(帝国ホテル) 

○ 

 

 7/ 5（木） 

   〃 

15:00～ 

17:00～ 

正副本部長会議(東ト総合会館 6 小) 

三組織連絡会(Ｂistro Ｗ) 

○  8/ 2（木）  ロジ研納涼会(明治記念館) 

 

ロジ研の皆様、本部長として 2年間
大変お世話になりましてありがとう
ございました！本当にあっという間
の 2年間でございました。 
ロジ研の皆さんとの思い出という

と、平成 19年 11月、当時、青年本部
長としてタイでの温故創新ツアーに
同行させていただいたことが鮮烈に
記憶に残っております。 

幹事（前本部長） 藤倉 泰徳 

〔足立支部 ㈱藤倉運輸〕 

 

 

本部長  田中 敏之 

〔千代田支部 新聞輸送㈱〕 

この度、第 31 回通常総会の総意を得
て本部長という大役を仰せつかること
になりました、田中敏之でございます。 
藤倉前本部長、松本元本部長が粉骨砕

身され築かれた礎をお引き受けするの
は、大変身の引き締まる思いがいたしま
す。微力ながら精一杯務めさせていただ
きますので宜しくお願い申し上げます。 

～平成３０・３１年度 正副本部長名簿～ 〈役職・氏名・会社名・所属支部〉※敬称略 
 

本 部 長          ・田 中 敏 之 新聞輸送㈱       千代田 

副本部長  ○総 務 委 員 長  ・大 島  弥 一 大島運輸㈱       新 宿 

     総務委員         各委員長   

〃   ○物流政策委員長   ・笠 原  史 久 ㈱ＮＴＳロジ      多 摩 

        物流政策委員       各委員長   

〃    ○本部連絡委員長   ・宮 本    隆 宮本運送㈱       多 摩 

〃     本部連絡副委員長     浅 野  利 幸 浅野興業㈱       城 東 

〃     本部連絡副委員長    吉 本 商 一 八千代運輸㈲      足 立 

〃    本部連絡副委員長    伏 見  健 次 上野運送㈱       台  東 

〃   ○広 報 委 員 長  ・中 村 克 敏 ㈱中彦運送       城 東 

〃     広報副委員長     佐 藤 克 典 サトランス㈱      千代田 

〃     広報副委員長    石 井 秀 男 ㈱寿運送       文 京 

〃    ○研 修 委 員 長  ・前 田 圭次郎   ㈱若運       世田谷 

〃     研修副委員長     下 川     悟 ㈱プライム物流     中 央 

〃     研修副委員長     林     秀 行 ㈱ハヤシ配送サービス 墨 田 

〃     研修副委員長     武 井 一 憲 ㈲武井物流       文 京 

〃    ○企 画 委 員 長  ・村 山 浩 一 ㈱村山運輸       新 宿 

〃     企画副委員長      松 下 章 一 ㈲松下運送       江戸川 

〃     企画副委員長     半 田  一 惠 ㈱入船物流システム 中 央 

〃     企画副委員長     稲 垣  貴 志 稲垣運輸㈱       練 馬 

〃    ○海外交流委員長  ・相 楽 俊一郎   大徳運輸㈱       足 立 

〃     海外交流副委員長    山 田  正 信 ㈱森田商運       足 立 

〃     海外交流副委員長    石 川  康 司 大東梱包㈱       品 川 

〃     海外交流副委員長    緋 田  政 人 緋田運輸㈱       中 野 

 

 

 

 


